
NOC技術ノート No.160 

ブチルゴムの種々の加硫系におよぼす

老化防止剤の影響 (8)

前回 (NOC技術ノート No.15D)ではプチルゴムに

バルノック GMを加硫剤とし， ノクセラー DMを併用

配合した場合の引張試験．膨潤試験．老化試験で．スコ

ノックを添加配合すると加硫速度をはやめ，引張強さ，引

張応力をやや大きくし， ノクラック 810-NAを添加配合

すると膨潤度を増大させ， ノクラック MBの場合は逆

に膨潤度の低下をきたし，また耐熱老化性についてはノ

クラック MB, ノクラック MBZを配合すると向上する

と報告した．

今回は圧縮永久ひずみ試験と，前述の老化試験のデー

タについてのべる．

配合

ポリサーブチル~400

亜鉛華

ステアリン酸

HAFカーボンブラック

バルノック GM

ノクセラー DM

1. 5圧縮永久ひずみ試験

試料加硫条件 160°CX25分

圧縮条件室温： 20~25℃ X70時間

熱処理： 100℃ X70時間

圧縮割合 25% 

JISK 6301に準拠
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圧縮永久ひずみ試験結果

キノイド加硫系配合物は室温でのひずみが大きく，熱

処理後は硫黄加硫系ほどではないが更にひずみが大きく

なる．

I室 1 熱！ 室熱 I

I温冒試 料温冒I試 料:|〗 I 試 料：：

ブラ ンク 22 54 ノクラック PA 22 55 ノクラック 20030 56 ノクラック 40022 55 
ノクラック 224 23 57 ノクラック D 24 54 ノクラック SP23 54 ノクラックNBC 25 53 
ノクラックAW 28 64 ノクラック DP 24 55 ノクラックMB22 55 ス コ ノ ッ ク 22 48 
ノクラック B 22 56 ノクラック 810-NA 27 59 ノクラックMBZ 22 56 

- - -

試 料

老化試験結果（説明は前回 NOC技術ノート No.159)老化温度； 150℃，試料加硫条件； 160℃ X20分

老｛咽↑間 1〔誓〕 I 〔kg〗~nm門 I 100誓ら悶誓i闊。%1 Hs Ill En図説—門~10:iJM300 I Hs変化

I老化前 520 141 19 87 137 71 (61) 
2 360 124 22 l 04 71 (60) -31 -12 16 20 

ブランク 4 i 330 107 23 94 70 (58) -37 -24 21 8 
8 330 77 20 71 70 (53) -37 -46 5 -19 

I 16 320 48 18 1 46 _ 70 (52) -38 -66 - 5 -47 

老化前 510 134 11 74 121 69 (56) I 
ノクラック 2 400 120 20 92 70 (59) -34 -10 18 24 

224 I 
4 360 I l05 22 85 72 (59) -41 -22 30 15 

I 8 350 I 79 20 70 169 (53) -43 -41 18 - 5 
, 16 310 53 18 50 70 (54) I -49 -60 12 -32 

老化前 630 127 16 j 63 Ill 65 (53) I , 
ー］

ノクラック 2 430 113 18 I 80 69 (54) -32 -II 13 27 

AW  
4 4IO 94 18 72 70 (55) -35 -26 13 14 
8 380 69 16 57 68 (49) -40 -46 0 -IO 
16 360 37 15 36 66 (47) -43 -71 - 6 -43 

試 料
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